
情報統括部 
東京都新宿区四谷本塩町 14-3 

TEL:03-5919-9343（直通） 

URL:https://www.tdb.co.jp 

2024/7/7 

1 ©TEIKOKU DATABANK, LTD. 

 

 

株式会社帝国データバンク 情報統括部長 藤井
ふ じ い

 俊
さとし

 

【問い合わせ先】 飯島
いいじま

 大介
だいすけ

  03-5919-9343（直通）daisuke.iijima@mail.tdb.co.jp 

情報統括部：tdb_jyoho@mail.tdb.co.jp 
当レポートの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。 

当レポートはプレスリリース用資料として作成しております。著作権法の範囲内でご利用いただき、私的利用を超えた複製および転載
を固く禁じます。 

 

0

5

10

15

20

25

30

15-24 25-34 35-44 45-54 55-64 65-74 75～

20
23

30 29
34

29

43
46 47

38 39

51

41
38

30

50 50
54

61

55

88

77

98

91
94 95

92

104

85

0

20

40

60

80

100

2010 2015 2020 2024

（件）

「歯科医院」
倒産・休廃業解散

85件2024年
(1-6月)

過去最多ペース

(年、1-6月)

[出典] 厚生労働省「令和4年歯科疾患実態調査」

1993年

(年代別)

1人平均DMF歯数（永久歯） 推移
（虫歯経験のある歯数）

[注] 倒産：負債1000万円以上の法的整理が対象

年間件数

7-12月

2022年

1993年→22年の差
（減少分）

（本）

  

 

 

 

 

   

 「街の歯医者さん」の淘汰が急増している。2024 年 1-6 月に発生した「歯科医院」の倒産（負

債 1000万円以上、法的整理）と休廃業・解散は、合計 85件だった。2000年以降で最も多かった

23年の通年件数（104件）に迫っており、年間で過去最多を大幅に更新する可能性が高い。 

 歯科医院ではこれまで「コンビニよりも多い」と指摘される供給過剰感から、過当競争に陥り

やすい経営環境が続いてきた。加えて、主要な収入源の一つとなる虫歯（う蝕）治療が、近年の罹

患率低下で利益を生み出すことが困難となっており、安定した収益を求めて保険診療に頼らない

歯列矯正など自由診療を強化する歯科医院も増えている。ただ、患者の自己負担となる高額な治

療が敬遠されるケースもあるほか、治療を巡るトラブルなどで集患数の減少を招くなど、自由診

療などのマーケティングに失敗して行き詰まるケースもみられる。 

 また、歯科衛生士などの人手不足、経営者の平均年齢も 60歳を超えるなど高齢化も進み、後継

者難から閉院するケースも散見される。近年は歯科医院でもＭ＆Ａが活発化しているものの、開

業から年数が経過し、設備の老朽化した歯科医院や立地条件の悪い歯科医院では「買い手がつか

ない」といった背景もあり、結果的に倒産・廃業件数が高止まりした。 

 足元では、「虫歯治療などに代わってホワイトニングなど審美目的の受診が目立つ」といった歯

科医院もある。患者が求めるデンタルヘルスのニーズはより多様化しているなかで、地域や患者

層の多様な歯科治療に対応できるか否かが、生き残りのカギを握るとみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「歯科医院」の倒産・休廃業解散動向（2024 年 1-6 月） 

「歯科医院」倒産・休廃業解散件数 推移 

「歯医者」の倒産・廃業、前年から倍増ペース 

過去最多を大幅更新へ 虫歯治療の減少など影響 

日本人の「虫歯」本数は 
年々減少傾向が続いている 

 


